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アルジェリア政治・経済月例報告

（２０１５年１１月）

平成２７年１２月

在アルジェリア日本国大使館

１． 内政

● 第６１回革命記念日に際した大統領メッセージ

ブーテフリカ大統領は、１１月１日に第６１回革命記念日を迎えるに際して

国民宛のメッセージを発出し、憲法改正について、改正案がまもなく公表され

ると言及した。また、同改正案では、市民の権利や自由の尊重を推進し、司法

の独立性の向上等が盛り込まれ、また、野党の役割の強化、透明性を確保・保

証するための独立した選挙監視組織が新たに設けられることが明らかにされた。

● １９名の著名人による大統領宛書簡

６日、ハヌーン労働党首、元大臣、革命戦士、人権活動家等の１９名の愛国

的著名人が、ブーテフリカ大統領へ書簡を発出し、外国からの要人とは面会す

る一方で、アルジェリア国民には会っていない点などにも言及しつつ、同大統

領の面会を求めた。これに対して、サイダニ国民解放戦線（ＦＬＮ）党首、ウ

ーヤヒヤ民主国民連合（ＲＮＤ）党首、セラル首相など政権中枢部からこれを

非難する発言が続出。ブーテフリカ大統領が１１月中にこの要請に応えたとの

報道は出ていない。

右はメディエン情報安全庁（ＤＲＳ）長官の解任等、最近の重要な内政上

の動きに関して、脳梗塞を患っているブーテフリカ大統領が実際には何も関知

していないところで決定されているのではないかとの疑念を抱く向きがあるこ

とを示すものとして興味深い出来事であった。

● 大統領の国外移送の噂

１１日付当地一部メディアは、ブーテフリカ大統領が治療のため国外に移送

されたと報じた。右報道によると、ブーテフリカ大統領は国外におり、同大統

領はブファリック軍用空港から医療用航空機に搭乗した。ただし、緊急搬送な

のか、健康診断なのかは不明。また、同大統領は仏ではなく、スイスを経由し、

他の欧州諸国に行った模様であり、秘匿性を考慮してスイス経由が選択された

のではないかと見られるとしている。なお、同大統領は、２０１４年１１月１

３日、健康診断のため仏グルノーブルの診療所に４８時間滞在している。
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● ハサーン元ＤＲＳ対テロ治安局長の裁判判決

２６日、オランの軍事裁判所で、ハサーン元ＤＲＳ対テロ局長の裁判が行わ

れ、命令違反及び文書破棄の疑いで懲役５年の実刑判決が下された。判決後、

弁護側は、被告の年齢・健康状態やこれまでの実績が考慮されておらず、上告

すると述べた由。

２． 外交

● リビア関連の動き

１日、アルジェにて、リビア情勢を検討するために、メサヘル・マグレブ・

ＡＵ・アラブ連盟担当相、シュクリ・エジプト外相、ジェンティローニ伊外相

が会合を開催し、国連による政治合意を支持する旨表明した。また、２３日、

メサヘル大臣は、来訪したファーイズ・シラージュ・リビア国民政府首相候補

と会談した。

１２月１日には、アルジェにて第７回リビア周辺国外務大臣級会合が開催さ

れ、メサヘル大臣を議長とし、シュクリ・エジプト外相、マハマット・チャド

外務・アフリカ統合相、ブラマ・ニジェール外務・協力・アフリカ統合・在外

ニジェール人担当相、ダーイリー・リビア外相、アブドゥーリ・チュニジア外

務大臣付国務長官、イズメイル・スーダン外相の他、国連のコブラー新リビア

担当特使及びＡＵ、ＥＵ、アラブ連盟の代表者が参加、国連による政治解決へ

の支持と、国民政府樹立後の全面的な支援を表明する声明を発表した。

● 対英関係

３日、ラマムラ外相は、ハモンド外相の招きにより英国を訪問した。外務省

の発表によれば、今回の訪問はハモンド外相による２月のアルジェ来訪を受け

たもの。ハモンド外相との会談では、リビア、マリ、シリア情勢、及び欧州へ

の難民問題について協議した。

また、２４日、メサヘル・マグレブ・ＡＵ・アラブ連盟担当相は、第５回ア

ルジェリア・英戦略パートナーシップ治安会合に参加するためロンドンに出発、

マーク・グラント英首相国家安全保障担当顧問を長とする代表団と協議を行っ

た。

３． 治安

● ＤＲＳによるパリ連続テロ事件に関する情報提供

１８日付当地紙によれば、パリで発生した同時多発テロ事件に関し、当地情

報安全庁（ＤＲＳ）が本年１０月、仏対外安全総局（ＤＧＳＥ）に対して、「パ

リ地域の人だかりがある中心地で、複数のテロが起こる可能性が高い」と文書
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で警告していた。上記ＤＲＳ情報文書は、バタクランで自爆したオマール・イ

スマイル・モステファイの不審な行動を指摘していた。同人はアルジェリアの

家族を訪問する毎にＤＲＳに通報されていた。また、同情報文書は、シリアの

ＩＳへ援軍を送り込むべく奔走していたベルギーの組織網に関し、情報交換を

ＤＧＳＥに求めていた。さらに、ＤＲＳはフランス出身のテロ関係者リストも

作成しており、リストに掲載された人物には、郊外地域出身の若者やイスラム

に改宗した仏人が含まれていた由。

なお、１３日のパリ連続テロ事件を受けて、アルジェリア当局は、大使館、

空港、駅等の警備強化を行い、この後、濃紺の制服を着用したＢＲＩ（警察庁

特別捜査部隊）要員がこれら関連施設の警備に当たっている。

● バマコのテロ襲撃事件

２０日、マリの首都バマコ市内のラディソン・ブルー・ホテルをテロリスト

が襲撃し、立てこもり、最終的にテロリスト２名を含む２０名以上が死亡する

事件が発生。同日、「イスラム・マグレブ諸国のアル・カーイダ（ＡＱＩＭ）」

及びムフタール・ベルムフタール（ＭＢＭ）を首領とする「ムラービトゥーン」

が犯行声明を発出、更に２２日、「ムラービトゥーン」は２名の実行犯を特定す

ると共に、犯行動機を十字軍の迫害行為に基づくものとした。

一方、同事件後、ラマムラ外相は、ラディソンホテルにいた７名のアルジェ

リア公式代表団（内６名が外交官）が国連軍により無事解放されたことを確認

した。また、２１日、アルジェリアはリビアとマリの国境を閉鎖した模様。

● ＭＢＭ関連テロ情報

３０日付当地紙は、「ムフタール・ベルムフタール（ＭＢＭ）は生存、南部の

空港へのテロ攻撃を計画」と題し、アルジェリア治安当局が、ＭＢＭを首領と

するムラービトゥーンによる南部の空港を標的としたテロ計画を察知し、南部

空港、国境地点、その他石油関連施設や軍・治安施設の警備強化の司令を発出

したと報じた。同紙によると、この計画は、パリ連続テロ事件と、ＭＢＭの生

存が証明されたマリ首都のバマコのホテルへの攻撃との一環をなすものである。

４． 経済

●ヘブリ・エネルギー大臣による財政状況報告

３日、ヘブリ・エネルギー大臣は、国民議会（下院）の予算委員会において、

２０１５年１月―９月の財政状況報告を行い、２０１５年１月―９月の炭化水

素収入が対前年同期比４５％減少（２６０億ドル減）したと発表した。また、

エネルギーの国内消費が年々高まりつつある状況（９月は４，３００万石油換
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算トン）において、同大臣は、現在国際市場及び国内需要に応えられるような

野心的なプログラムを策定しており、特に未開発鉱床の探査・開発を強化する

ことで炭化水素収入を増加させる計画があると発言した。また同大臣は、ガソ

リン税の増税等の措置を盛り込むことで、国民に対してエネルギー利用の合理

化を促していく旨発言した。

● 農業分野の合弁企業設立

１０日、アルジェリア民間企業のＬＡＣＨＥＢ社とアメリカのＡＩＡＧは、

農業分野の合弁企業設立に合意した。同企業はアルジェリアとアメリカによる

初の合弁企業で、５１／４９％の外資規制が適用され、ＡＩＡＧが１億ドル出

資する。企業名はエル・フィルマで、主にジャガイモ苗の栽培及び乳製品の生

産を行う。

●アルジェリア・スイス経済会議の開催

１０日、アルジェのヒルトンホテルにて、駐アルジェリア・スイス大使館と

経営者フォーラム（ＦＣＥ）主催の経済会議が開催された。同会議には、当地

滞在中のイネイヒェン・フライシュ・スイス国務長官、コーエン駐アルジェリ

ア・スイス大使、ロラン・スイス・アルジェリア商工会会長、ブシュアレブ産

業・鉱業大臣が出席した。同会議中、ブシュアレブ大臣より、スイス企業の更

なるアルジェリア市場への進出を期待する旨述べたのに対し、イネイシェン・

フレイシュ国務長官より、スイスとしてもスイス企業のアルジェリア進出を促

進したい意向である旨述べた上で、医薬品、輸送、サービス、農業分野におけ

る協力可能性について言及した。同会議終了後の記者会見において、ブシュア

レブ大臣は、記者の質問に対し、現在プジョーとの組立工場設立に関する交渉

は最終段階に達していると述べた上で、プジョーと共にフォルシア（プジョー

の子会社の自動車部品パーツメーカー）も当地に進出すると述べた。

●ベンハルファ財務大臣が国民議会の予算委員会に出席

２２日、ベンハルファ財務大臣は、国民議会（下院）の予算委員会に出席し、

２０１６年度予算法案について説明を行った。同大臣は、２０１５年―２０１

９年の政府五カ年計画の継続を目指した上で同法案を策定した旨強調したもの

の、野党からは増税案に対して多くの反対意見が上げられた。同法案における

主要項目は以下のとおり。

○輸入額：５４７億ドル

○輸出額（炭化水素部門）：２６４億ドル

○歳出：７兆９，８４１億アルジェリアン・ディナール（ＤＡ）
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○歳入：４兆７，４７４億３，０００万ＤＡ

○非炭化水素部門成長率：４，６％

○インフレ率：４％

○歳入調整基金（ＦＲＲ）：１兆７，９７０億ＤＡ

○ガソリン税増税（ガス車は免税）、電気・ガス料金値上げ

●ジェベル・ウアシュの迂回路開通式

２９日、ウアリ公共事業大臣は、東西高速道路視察のためにコンスタンティ

ーヌ県を訪問し、同県ジェベル・ウアシュの迂回路開通式に出席した。同開通

式において、ウアリ大臣は、ドレアン―エル・タルフ間の工事はＣＯＪＡＡＬ

（アルジェリア東西高速道路建設工事共同体）との係争によって約４年間も中

断しているが、右工事を完工すべく、今後同工区の工事を国内企業に委託する

旨発言した。

５． 我が国との関係

● 大使レター

１４日付政府系「エル・ムジャヒド」紙及び２３日付独立系「エクスプレッ

ション」紙は、１０月に当館より発出した、我が国の北アフリカ・サヘル地域

における安全保障政策をテーマとした当館公館長レターを紹介する記事を掲載

した。

＜アルジェリア要人の外国訪問＞

日付 国 氏名・肩書き 目的

１１月３日 イギリス ラマムラ外務・国際協力

大臣

ハモンド英外務大

臣と会談（リビア、

マリ、シリア情勢）

１１月６日 タンザニア ラマムラ外務・国際協力

大臣

大統領就任式に出

席

１１月９日 セネガル ラマムラ外務・国際協力

大臣

アフリカ治安・平和

フォーラムに出席

１１月９日 フランス ヌリ水資源・環境大臣 ＣＯＰ２１準備会

合に出席

１１月９日 アラブ首長国

連邦

ガイド・サラ国防副大臣

兼参謀総長

兵器見本市に出席

１１月１１日 マルタ セラル首相 ＥＵ・アフリカサミ

ットに出席
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１１月１１日 サウジアラビ

ア

ウルド・ヘリファ国民議

会議長

第４回アラブ・アフ

リカサミットに出

席

１１月１２日 アラブ首長国

連邦

ラマムラ外務・国際協力

大臣

第１３回アルジェ

リア・アラブ首長国

連邦合同委員会に

出席

１１月１５日 オマーン ラマムラ外務・国際協力

大臣

第７回アルジェリ

ア・オマーン合同委

員会に出席

１１月２３日 イラン セラル首相 第三回ガス輸出国

フォーラム首脳会

議に出席

１１月２５日 イギリス メサヘル・マグレブ・Ａ

Ｕ・アラブ連盟大臣

第５回アルジェリ

ア・英戦略パートナ

ーシップ治安会合

に出席

１１月２７日 チュニジア メサヘル・マグレブ・Ａ

Ｕ・アラブ連盟大臣

エセブシ大統領、バ

クーシュ外務大臣

と会談等

１１月２９日 フランス セラル首相 ＣＯＰ２１に出席

＜外国要人のアルジェリア訪問＞

日付 国 氏名・肩書き 目的

１１月２日 エジプト シュクリ外務大臣 三ヶ国会議（リビア

問題）に出席

１１月２日 イタリア ジェンティローニ外務

大臣

三ヶ国会議（リビア

問題）に出席

１１月２日 ニジェール バズム国務大臣 ラマムラ外務・国際

協力大臣と会談等

１１月４日 チリ リベロス・マリン対外関

係副大臣

ラマムラ外務・国際

協力大臣と会談等

１１月４日 ロシア ナルイシキン下院議長 ブーテフリカ大統

領、セラル首相、ウ

ルド・ヘリファ国民

議会議長と会談等
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１１月７日 コロンビア オルギン対外関係大臣 ブーテフリカ大統

領、セラル首相、ラ

マムラ外務・国際協

力大臣と会談等

１１月８日 ポーランド トロチャーニ法務大臣 ブーテフリカ大統

領、セラル首相と会

談等

１１月１０日 スイス ヘチェ国務院長、イネイ

ヒェン・フライシュ国務

長官

セラル首相、ブシュ

アレブ産業・鉱業大

臣と会談等

１１月１０日 南アフリカ ムテトゥワ文化大臣 ミフビ文化大臣と

会談等

１１月１４日 国際赤十字 マウレル総裁 ルー法務・国璽大臣

と会談等

１１月１６日 カメルーン プルヴェ雇用・職業訓練

大臣

エル・ガジ労働・雇

用・社会保障大臣

１１月１８日 マルタ ムスカ首相 ブーテフリカ大統

領、セラル首相と会

談等

１１月１８日 イタリア デルリオ運輸・インフラ

大臣

第１３回公共事業

見本市に出席

１１月２１日 フランス ボルロー議員（国民運動

連合）

ラマムラ外務・国際

協力大臣、ヌリ水資

源・環境大臣と会談

１１月２２日 西サハラ アブデルアジズ大統領 ブーテフリカ大統

領と対談等

１１月２３日 国連 ロス・西サハラ問題担当

特使

ブーテフリカ大統

領、ラマムラ外務・

国際協力大臣と会

談等

１１月２３日 リビア エル・セラジ首相候補 メサヘル・マグレ

ブ・ＡＵ・アラブ連

盟大臣と会談等

１１月２４日 パレスチナ エル・マリキ外務大臣 ブーテフリカ大統

領、ラマムラ外務・

国際協力大臣と会
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談等

１１月２６日 マリ トゥーレ陸軍大将 ガイト・サラ国防副

大臣兼参謀総長と

会談等

（了）


